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はじめに 

日本の子どもの貧困対策のひとつに、無料学

習支援が挙げられる。この活動では、子どもた

ちが安心していられる場所をつくることが最も

重要であり、そのような環境が整えられた上で、

貧困を乗り越えるための支援をするべきだと考

える。本論では、「子どもの貧困」の現状と課題

について論じ、 「子どもの居場所」とは何かを

明らかにする。具体的には、神奈川県の無料学

習支援団体 S 塾の事例を中心に、子どもの居場

所の可能性と課題を示した上で、子どもにとっ

て望ましい居場所とはどのような場所であるの

か考察する。 

1. 子どもの貧困について

本論では、子どもを 17 歳以下とし、子どもの

貧困とは現代社会を生きる上で、多くの子ども

たちが送っている通常の生活や経験ができない

状況であると定義した。厚生労働省の「国民生

活基礎調査」によると、2021 年の子どもの貧困

率は 11.5%であり、約 9 人に 1 人の子どもが相

対的貧困状態にある。本論では、子どもの貧困

の構造として、「世代的再生産」があることに着

目した。保護者の価値観や経済的・精神的・時

間的な余裕のなさによって、経済的に困難な家

庭で育つ子どもが自己肯定感や学習意欲が低下

したり、人づきあいが限定されたりするなどの

問題は大きい(堀 2014)。このような問題が、次

の世代にも再生産されることの問題が何よりも

大きいと考えたからである。 

2. 子どもの居場所の可能性と課題

「子どもの居場所」について、本論では子ど

もがありのままの自分でいられて安心できる場

所であり、同時に自己肯定感や自己有用感を高

められる場であると定義した。経済的に困難な

家庭で育つ子どもの居場所づくりで代表的なも

のは、「無料学習支援」と「子ども食堂」である。
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どちらの活動も、2010 年代以降に広まりを見せ

ている。無料学習支援は活動内容が様々であり、

学習支援に加えて、食事の提供を行う団体もあ

る。また、小中学生や高校生を対象とした授業

の補習だけでなく、外国籍の子どもを専門とす

る塾や高卒認定試験の対策を専門とする塾も存

在する(日本非営利塾協会 2019)。一方で、子ど

も食堂は地域の多様な世代が交流できる場であ

るため、子どもの貧困対策にとどまらず、保護

者や高齢者にとっても重要な場となっている

(湯浅 2020)。本論のテーマである子どもの貧

困の世代的再生産を断ち切るうえでより重要と

なるのは、貧困世帯の子どもでも通える無料学

習支援の存在である。 

3. 神奈川県の無料学習支援団体 S塾の事

例 

本章では、子どもの居場所づくりの事例とし

て、神奈川県の無料学習支援団体 S 塾を取り上

げた。S 塾の代表者 O氏(56 歳女性)に、無料塾

の現状や課題について聞き取り調査を行い、子

どもの貧困対策や居場所づくり活動は今後どう

すれば良いのか考察した。S 塾は、2016 年に O

氏によって設立され、「家庭の経済格差を教育格

差にしない社会を実現すること」を理念として、

経済的な理由で塾に通えない中学生を対象に、

毎週日曜日に無料で学習支援を行っている任意

団体である。O 氏への聞き取り調査から、S 塾

の特徴として、当初は経済的に厳しい家庭の子

どもが多かったが、現在は学校や他の塾への適

応が難しい子どもなど多様な背景を持つ子ども

が入塾していることが明らかとなった。そして、

子どもの貧困において一番の課題は、大人が子

どもたちをお金の有無によって判断し、経済的

に困難な状況にある子どもを一方的に「貧困者」

だと決めつけて対応する姿勢にある。貧困がも

たらす影響やその対策に目を向ける以前に、大

人がそのような価値観を子どもに押し付けてい

る現状を見直す必要がある。S 塾では、ボラン

ティアの負担よりも、子どもたちが学習しやす

い環境を何よりも優先して整えていたことが明

らかとなった。大人の都合を優先したサポート

をするのではなく、子どもたちが今何を必要と

しているのかを考えて支えることが子どもの居

場所づくりにおいて重要である。さらに、O 氏

は支援の場において上下関係はないことを強調

していた。子どもの支援の場では、大人も子ど

もから学ぶ姿勢を大切にして対等に関わること

が求められる。 

おわりに 

これらを踏まえ、「子どもたちにとって望まし

い居場所」には重要な点が 2 つある。ひとつは、

子どものことを第一に考えて行動することであ

る。大人の自己実現のために行動したり、他の

子どもと比較したりするのではなく、一人ひと

りの子どもの成長に目を向けて寄り添うことが

重要である。もうひとつは、大人と子どもが対

等な立場で関わることである。支援の場におい

て「支援する側とされる側」という上下関係は

なく、対等に関わることが重要である。子ども

の特性や家庭状況を理解し、子どもの成長を第

一に考えて寄り添うことが何よりも大切である。 
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